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山間部の谷筋にある集落と棚田風景

集落周辺での水田放牧

ブラッシング。愛情をかけて世話をおこなう
全国の黒毛和種９９．９％に血統を持つ
名牛「田尻」号

牛籍簿（牛籍台帳）を
全国に先駆けて整備

兵庫美方地域



日本農業遺産認定後の効果

但馬牛を中心とする生業の維持発展
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但馬牛を中心とする生業の維持発展

・子牛生産数及び子牛市場上場頭数を増加させ、「神戸ビーフ（但馬牛）」の供給量を増加し、
但馬牛のブランド力を高める

◆繁殖牛頭数 2,265頭
◆肥育牛頭数 941頭
◆認定農業者 35名

・遺伝的多様性の維持、気象系統の維持

◆近交係数 26.0％
◆熊波系育種基礎雌牛認定頭数 107頭

・地産地消の推進

◆新たな肥育農家 3名

次の世代へと受け継がれていく持続的な地域のシステム

但馬牛への理解の醸成と交流の推進
・但馬牛誕生の歴史や但馬牛文化を広く発信し、地域での価値観を向上させるとともに、
精肉販売やレストランでのメニュー提供により但馬牛の魅力を発信する

◆但馬牧場公園入場者数 150,540人
◆道の駅利用者数 154,513人
◆観光入込数 1,646千人

・世界的に特色のある遺伝資源を守り、地域の農地、農村環境、草原、多種多様な生物資源を守る
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・地球環境や生物多様性に配慮した「人と環境にやさしい農業」を普及し、安全で高品質な農産物を生産する
環境創造型農業を推進し、良質な食料の持続的な生産を進める

栽培面積
◆ふるさと但馬米 113.5ha ◆かにのほほえみ米 3.8ha
◆みかた棚田米 168.9ha ◆コウノトリ育むお米 8.2ha

（R3年度実績）

◆研修会開催及び後継者の育成 開催回数 5回
◆子牛品評会、共進会の開催 開催回数 5回


